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はじめに 

ハ ク バ サ ン シ ョ ウ ウ オ Hynobius 

hidamontanus は，1975 年に長野県白馬村で

発見され，1987 年に新種として発表された

日本固有種の有尾類である（Matsui,1987）．

その後，ヤマサンショウウオ Hynobius 

tenuis とされていた個体群が，遺伝子研究

によりハクバサンショウウオのシノニムと

された（Matsui et al.，2002）．  

本種は環境省のレッドリスト 2017 で，近

い将来における野生での絶滅の危険性が高

い種として「絶滅危惧 IB 類（EN）」に指定

されている．また，富山県のレッドデータ

ブック 2012 では，絶滅の危機に瀕している

種として「絶滅危惧Ⅰ類」に指定され，さ

らに 2015 年５月 29 日には，富山県内の希

少野生動植物のうち，特に保護を図ること

が必要な「指定希少野生動植物」に指定さ

れた． 

本種の分布域は，長野県，岐阜県，富山

県，新潟県の一部とされる（関・松井，2016）．

富山県内ではこれまでに，立山町，上市町，

旧大山町，旧利賀村，富山市有峰から記録

されているが（南部，2001），今回，新たに

富山県魚津市でハクバサンショウウオを確

認したので，新産地として報告する． 

なお，本種の保護上の観点から，新産地

の地名や情報提供者等の詳細は控える． 

結果 

１）確認場所 

今回確認された場所は，魚津市の平野部

に近い丘陵地の標高約 170ｍにある雑木林

内で，小規模な畑へ水を引く素掘りの用水

路である．用水路の規模は，長さ約 140ｍ，

幅約 20cm，水深約５cm であり，確認時の水

温は 9.0～10.5℃と場所により若干のばら

つきがあった． 

畑の管理者によると，この場所は 1987 年

頃に開墾され，当時は排水溝が整備されて

いたが，1997 年頃に大きな土砂崩れで排水

溝が埋もれたため，新たに用水路を素掘り

し，定期的に江浚いを行って現在まで維持

してきたという． 

水源は，斜面の数箇所から染み出した地

下水で，通年水が枯れることはない．周囲

には用水路からの流れ出しで湿地が形成さ

れており，多数のニホンアカガエルの卵塊

が見られたが，ハクバサンショウウオの卵

嚢は確認できなかった． 

 

２）確認個体 

用水路の水中で成体オス１個体，用水路

脇の陸上で成体メス１個体，幼体３個体を

捕獲し，現地にて計測，写真撮影および個

体の特徴を記録した後，捕獲した場所へ戻

した．各個体のデータは以下の通りである． 



確認日時：2017 年３月 29 日（水） 

     13 時 30 分頃 

確認個体：成体オス１個体（写真１） 

（体長約７cm，体重 3.9ｇ） 

成体メス１個体 

（体長約８cm，体重 5.6ｇ） 

幼体雌雄不明３個体（写真２） 

（体長約４cm） 

卵嚢 10 対 

 

捕獲した７個体は全て後肢の指が４本で

あり，背面は紫がかった暗褐色で，腹面に

は淡褐色で銀白色の斑点があることからハ

クバサンショウウオと同定した（富山県，

2012；関・松井，2016）．オスはまだ精液が

残っており（写真３），メスは産卵後であっ

た．  

確認された卵嚢は 10 対で，用水路に点在

していた．卵嚢の発生段階は，未卵割期が

２対，２細胞期が１対，原腸胚期が２対，

尾芽胚初期が１対，尾芽胚期が１対，未受

精卵が１対であった．  

 

考察 

今回確認した産地と，富山県における本

種の既知産地を図１に示した．本種はこれ

まで富山県南部の標高 520～1500ｍの山地

で確認されている（南部，2001）．他県にお

いても，記録されている産地はほとんどが

山地であるが，新潟県青海町の産地は標高

約 300ｍの権現山の一角にある私有地内と

される（新潟県，2001）．今回の産地は，富

山県北東部の標高約 300ｍの丘陵地の一角

であり，青海町の状況と類似している． 

ハクバサンショウウオは,本来標高の高

い山地に生息していることが知られている

が，青海町や魚津市のように山地や丘陵部

が海岸付近までに張り出しているような地

形の場所では，平野部付近の標高が低い丘

陵地域にも生息すると考えられる．  

今回発見した卵嚢は 10 対と少なく,本産

地での個体数は少ないと思われる．また，

既知産地からは距離的に離れており，現在

のところ周辺地域からも発見されていない

ため，ある程度独立した個体群である可能

性が考えられる． 

 

今後 

個体や卵嚢のさらに詳細な形態計測や近

辺の生態調査を行い，この個体群の規模を

調べる必要がある．また，遺伝子に基づい

た同定も併せて行う必要がある． 

本種の産地は全国的にも少なく，各産地

における生息数も多くない．今回新たに発

見された産地も１地点のみであるが，魚津

市や同様の地形を有する富山県東部の丘陵

地から山地にかけては，さらなる産地が発

見される可能性もあり，分布域解明にむけ

ての調査が望まれる． 
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図１ ハクバサンショウウオの新産地（★）．

●は既知産地（南部，2001 を改変） 

 

 

写真１ ハクバサンショウウオ オス個体 

 

写真２ 幼体３個体 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 確認された卵嚢 
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写真４ 素掘りの用水路 写真３ オス個体の精液 

 


